
【造園工事業】

職種：施工管理　　職務：施工管理

【概要】

工事目的物が所定の期間と予算内で所定の性能を満足するように施工計画を立て、計画が円滑に遂行されるよう各種管理を行う。

【仕事の内容】

　現場代理人や主任技術者として、仕事は大きく、①現場での作業が滞りなく遂行できるように現場をバックアップすること、②自社の技術水準の管理や、新規技術の調査、人材の育成を行い、技術水準を向上させることの２つに大別できる。

　現場のバックアップとは、諸官庁への届け出の提出、施工関連書類等の作成・整備、協力業者への発注業務の実施や業者育成、協力業者や他の工事とのスケジュール調整、顧客や近隣住民への対応である。

　技術水準の向上とは、品質管理や安全管理など顧客満足度を高めるために自主的に実施する業務遂行内容の管理と競争力を付けるための施工技術等の向上にむけた調査・社内啓発を実施することである。
【求められる知識・経験・能力】

· 造園作業の前工程・後工程の作業内容を熟知した上で、原価管理、工程管理、品質管理により、工事の全体作業を管理する能力（統率力・指導力）が求められる。

· 顧客からの工程や作業指示に従って、複数の専門工事業者が同一現場で並行作業を行う出会い丁場の作業を、ミス無く安全に遂行するための工程のポイントを押さえる能力や、現場の問題点や改善点を顧客に具申し、双方で検討・実施する対応力も備わっている必要がある。

· このため、本職務に従事する人材は、ある程度の規模の現場を経験し、工事全体を把握し、個別の施工技術についても広い知識を有していることが必要である。

· さらに、他業者、顧客、近隣住民など多くの人と接する機会が多い職務であることから、業務内容等について的確に説明できる能力や円滑なコミュニケーションをとれる対人能力が必要である。
【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・造園技能士(1級、２級、３級)［厚生労働省、都道府県、中央職業能力開発協会］

職業能力開発促進法に基づく資格

　・職業訓練指導員　[職業能力開発促進法：都道府県の職業能力開発主管課]

建設業法に基づく国家資格

・監理技術者［財団法人　全国建設研修センター、財団法人　建設業振興基金　他］
・造園施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］

・土木施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］

・建設機械施工技士（１級、２級）［社団法人　日本建築機械化協会］
測量法に基づく国家資格

　・測量士、測量士補［国土地理院および社団法人　日本測量協会］

労働安全衛生法に基づく資格

　・免許試験による資格：移動式クレーン運転士（5t以上）［社団法人　労働技能講習協会等］　等

　・技能講習による資格
：玉掛技能講習修了者［各都道府県の日本クレーン協会支部、労働基準協会、教習所等］

　・同上
：車輌系建設機械運転技能講習修了者［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

　・同上
：高所作業運転技能講習修了者［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

　・同上
：フォークリフト運転［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］

　・同上
：建設用リフト運転［労働安全衛生法：社団法人　労働技能講習協会等］　等

　・特別教育による資格
：職長・安全衛生責任者教育［都道府県等より許可を受けた団体］

　・同上
：小型移動式クレーン運転技能講習修了者（１t以上5t未満）［労働安全衛生法：財団法人　安全衛生技術試験協会、各地のクレーン教習所］　等

民間資格

・造園基幹技能者［社団法人　日本造園組合連合会、社団法人　日本造園建設業協会］

・街路樹剪定士［社団法人　日本造園建設業協会］

・植栽基盤診断士［社団法人　日本造園建設業協会］

・樹木医［財団法人　日本緑化センター］　等
【平成11年度改訂・労働省編職業分類（小分類）との対応】

０５２　土木技術者

０５２－９９　他に分類されない土木技術者


